
藤野厳九郎と魯迅の像（あわら市記念館前庭）

　

福
井
県
と
中
国
浙
江
省
に
は
、

歴
史
的
な
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り

ま
す
。
永
平
寺
の
開
祖
道
元
禅
師

が
、
浙
江
省
寧
波
市
に
あ
る
天
童

寺
の
如
浄
禅
師
の
下
で
修
業
を
し

た
こ
と
、
ま
た
、
浙
江
省
紹
興
市

出
身
の
文
豪
・
魯
迅
が
あ
わ
ら
市

出
身
の
藤
野
厳
九
郎
を
生
涯
の
師

と
敬
愛
し
、
『
藤
野
先
生
』
と
い

う
作
品
を
残
し
た
こ
と
等
で
す
。

『
藤
野
先
生
』
は
、
中
国
の
教
科

書
に
も
掲
載
さ
れ
、
藤
野
厳
九
郎

は
、
日
本
よ
り
中
国
で
よ
く
知
ら

れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
籍
や
立
場
の
違
い
を
超
え
、

互
い
に
尊
敬
し
合
っ
た
藤
野
厳
九

郎
と
魯
迅
。
二
人
の
関
係
は
、
時

代
を
超
え
て
、
今
の
私
た
ち
に
大

事
な
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

▼
出
会
い

　

一
九
〇
四
年
、
清
国
（
現
在
の

中
国
）
の
留
学
生
、
周
樹
人
（
の

ち
の
魯
迅
）
は
、
仙
台
医
学
専
門

学
校
で
、
藤
野
厳
九
郎
の
講
義
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
別　

れ

　

そ
の
後
、
魯
迅
は
あ
る
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
医
学
か
ら
文
学
の

道
に
進
む
こ
と
を
決
心
し
ま
す
。

仙
台
医
専
を
退
学
す
る
こ
と
を
藤

野
に
告
げ
る
と
、
彼
は
魯
迅
に
一

枚
の
写
真
を
渡
し
ま
す
。

　

藤
野
厳
九
郎

が
魯
迅
に
渡
し

た
写
真
の
裏
に

は
「
惜
別
」
と

書
き
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
晩　

年

　

魯
迅
は
、
帰
国
後
、
作
品
を
発

表
す
る
こ
と
で
中
国
の
社
会
問
題

に
挑
み
続
け
、
藤
野
は
、
福
井
に

戻
り
、
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る

こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
一
九

三
四
（
昭
和
九
）
年
、
岩
波
書
店

は
、
魯
迅
の
作
品
集
を
作
る
際
、

ど
の
作
品
を
選
ぶ
べ
き
か
尋
ね
ま

し
た
。魯
迅
は
「
ど
れ
で
も
よ
い
、

好
き
な
よ
う
に
や
り
な
さ
い
。
た

だ
『
藤
野
先
生
』
だ
け
は
入
れ
て

ほ
し
い
。
」と
返
事
を
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
日
本
で
は
日
清
戦
争
に

勝
っ
て
以
降
、
中
国
人
を
軽
視
す

る
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。
藤
野
厳

九
郎
は
、
漢
学
の
素
養
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
中
国
の
文
化
を
尊
敬

す
る
と
同
時
に
、
中
国
の
人
を
大

事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
お
り
、
親
し
み

を
持
っ
て
魯
迅
に
接
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
二
人
の
交
流
は
２

年
程
の
短
い
期
間
で
し

た
が
、
藤
野
の
親
切
で

熱
心
な
指
導
は
、
魯
迅

の
脳
裏
に
深
く
刻
ま
れ

ま
し
た
。　
　
　
　
　

【
国
際
交
流
協
会
発
行
】

交
流
ふ
く
い
№
74
よ
り

▼
各
１
個
の
セ
ッ
ト
で
￥
３
０
０

▼
販
売
日
：
11
：
00
～
13
：
00　

８
月
11
日（
日
）
・
８
月
25
日
（
日
）

９
月
８
日（
日
）
・
９
月
22
日
（
日
）

９
月
29
日（
日
）　

【
数
量
限
定
】

▼
注
文
方
法
：
３
日
前
ま
で
に　

直
接
受
付
か
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
福
井
市
コ
ッ
ペ
亭
委
託
販
売
】


